
















Where is FabLab Kamakura?	





【FabLab Kamakura : 3つの役割】	

01 :  Community  Lab  　　地域密着型のコミュニティラボとしての役割  :  週1回のOPEN LAB 	

02 :  Research  Lab　　　   大学と連携したリサーチラボとしての役割 :  Student Resercherの受け入れ　　	

03 :  Incubation  Lab  :  FabLabKamakura,LLC　　	

各分野のクリエイターと連携した製品開発・新たなクリエイティブ環境促進のためのインキュベーション施設としての役割　　	





01 Old & New	



Workshop 2012.March	



Lecture by Takumi Oosawa	



Design by Keita Sekijima	



Design by Hiroya Tanaka	



Design by Youka Watanabe	



Design by Kenji Kanasaki	



Design by Taisuke Ooshima	





Design by Kotaro Iwaoka	



Design by Satoshi Sugie, Hiroya Tanaka, Ken Inoue	



Design by Satoshi Sugie, Hiroya Tanaka, Ken Inoue	



Design by Kouta Inutsuka	



Design by Haruka Suzuki	



Design by Youka Watanabe	





●Community Night 	

●Academic Night 	

Every 2nd and 4th Friday Night	

Takumi-san, LLC, inu it furniture, KULUSKA, COBAKABA, pomponcakes,	  
Iichi, oki design Lab, SETASEN BOOKMARK … etc 

Tanaka-Lab,Brandon, Mizuno-Lab, Kato-Lab,FabLabTsukuba, f-lab, 
D-lab … etc 



蔵部vol.01  Community Night 



蔵部vol.02  Academic Night 



FabLabKamakura Meeting Project	

02  Fab Town 	



FabLab Kamakura  x  ○○○○	

Wood / Leather / Textile / Food / Music / Residence …etc	



Social Material Project 02 : FAB TOWN 



鎌倉溶接教室 : FeNEEDS	



北鎌倉陶芸教室 : たからの庭 	



木工ワークショップ : inu it furniture	









KULUSKA	



P2P Business : Etsy（エッツィー）2005年の創業以降、急速に成長し、2010年には２億７千万ドルもの売上	



・大量生産時代に見直されるハンドメイド市場	

Iichi : (イイチ)手仕事の新しいマーケットプレイス	

・急成長する手芸品オンライン販売サイト	

・大量生産から家内制手工業へ回帰する	
  モノ作りビジネス	

Iichi 拠点：鎌倉	
主催：博報堂	

WEB  x  REAL PLACE	





We can make a new materials world.	

03  Fab App & Materials 	















FUJI LAB  NPO法人ホールアース研究所　x  FabLabKamakura拡張版共同プロジェクト 	
目的：　静岡県富士宮の間伐材を活用した教育教材・商品開発・資源を循環させるデザインの生態系構築を目指す 	



Social Material Project01 : FUJI LAB	



間伐材伐採体験	



間伐材伐採体験	



Design by Youka Watanabe	



FUJI LAB Meeting	



Let’s go to the forest!!! 

Workshop	

Make something fun at Kamakura! 



Community Lab	

04: Fab Fun 	





持ち込んだillustratorデータを、レーザーカッター用のデータに変換。彫刻部分とカット部分の２種類に線種を分けて調
整する。出力は、普通のプリンターのようなドライバに、彫刻用のパラメーター（レーザーのパワーや速度）とカット用の

パラメーターを入力。設定によっては、カット断面にテーパーをつけるなども可能なようでした。	



MDFをレーザーカッターで加工。データの作り方によっては、レーザーに無駄な動きをさせてしまうこともあるとか。今回
は、一度、全てをコピペし直したので、データ作成の順序がリセットされたのか、無駄なく加工していた。レイヤー分けし
てしまうと抜けが生じてしまうとのこと。	



路上に置いてみる。今回はテストのため、スケール等は	  
特に考慮していません。	



素材の可能性として、「石は？」ということで、ファブラボ内に落ちていた(笑)石を拾って、加工してみることに。	



MDFに彫刻したものと加工前の石	



不定形の為、アバウトな寸法を測り、彫刻するサイズを決める。石の加工面は、決して平らではありません。比較的平
らな部分を選びましたが、５ミリ前後の凹凸があります。	



レーザーカッターにセッティング。FabLabKamakuraでは石の加工は初めてということでしたが…	  
意外にもあっさり(?)と彫刻できました。	



石の素地が白っぽかった為、彫刻部分が全く目立たず。光の加減で、なんとか見える程度。表面の凹凸による絵柄の
ブレやボケは気になりませんでした。	



水で濡らしてみると…ハッキリと彫刻部分が浮き出てきました。 
→雨の日に現れるサイン?!として、別の用途で使えるのでは…という話に。	



次に、彫刻部分に塗料で色を入れてみました。アクリル絵の具を塗り、拭き取る	



使用したのは、アクリル絵の具の白。	  
うっすらと塗料が入り、多少見やすくなったが、	  
まだ弱い。	



やはり濡れ色が良いのではということで、木部用の油性塗料「荏油-‐えあぶら-‐」を塗ってみる…	  
石の質感が全く変わってしまったが、彫刻部分はハッキリと現れた。艶のない那智黒石のよう。	



同じように路上に置いてみる…さりげなく…今回想定している用途にはそぐわないのかもしれないが、これはこれで別の用途として	  
使えるのではないかという話になりました。荏油塗布してから約２時間後、石の表面が部分的に元の白っぽい色に乾いてきました。	  
あるものでやったので仕方ないのですが、自然系のものでどこまでできるのか。仕上材は検討の余地アリ。また、石といっても多

種あるので、選択によっては仕上は不要のものもあるかもしれない。	







オランダの(UN)Limited	  Design	  Contestのサイトからオープンソースの図面を改変してリデザインしたペーパージュエリーのデータを持っ
ていったのでいろんな紙でカットしてみる。	



























http://fablabjapan.org/kamakura/	


